
様式第二号の十四 (第八条の十七の三関係)

(第 1面)

特別管理産業廃棄物処理計画実施状況報告書

令和 6年 5月  23日

長崎県知事 大石 賢吾 殿

提出者

住 所

氏 名

長崎県諌早市貝洋町17b?一 |

有田工業株式会社

代表取締役社長 有li:7-獅

(0957)25-1588電話番号

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条の2第 H項の規定た基づき、令和3年度の特別管理

産業廃棄物処理計画の実施状況を報告します。

事 業 場 の 名 称 有田工業株式会社

事 業 場 の 所 在 地 長崎県諌早市貝津町1769-1

事 業 の 種 類 溶融亜鉛めつき

特別管理産業廃棄物処理計画における

計 画 期 間
2023年4月 1日γ2024年 3月 81日

特別管理産業廃棄物処理計画における目標値

項 目 目標値 項 目 目標値

J´ 出
1量

440t 全 処 理 委 託 量 440t

自ら再生利用を行う

特別管理産業廃葉物の量
t

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量
440t

自 ら熱 回収 を行 う

特別管理産業廃棄物の量
t

再生利用業者への

処 理 委 託 量
t

自ら中間処理により減量する
t

認定熱回収業者への

処 理 萎 託 量
t

特別管理産業廃棄物の量

自 ら 立 処 分 の

を 行 つ

の量

t 熱回収を行う業者への t

特 処 理 委

電子情報処理組織の使用に関する事項

※事務処理桐

ti,と :Ⅲ

―

―… ム=~

(日 本産業規格 A列

子l

義



計画の実施状況 (特別管理産業廃棄物の種類ェ  廃塩酸 )

ゃ
　

　

一

実績値

407t

407t

407t

項 目

①排出量

②+③自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熟回収を行った量

⑦自ら中間処理により減
長した量

③+◎自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

⑩全処理委能量

⑪優良認定処理業者への

処理委託量

⑭再生利用業者への処理
委託量

O熟回収認定業者への処
理委託丘

⑭熟回収認定業者以外の
熟回収を行う業者への処
理委託ユ

⑤

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託五

⑭

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑫

①のうち熱回収認定
業者への処理萎髭量

直接及び自ら

中間処理した後の

処理委託量

407t

⑩のうち怪良認定
処理業者への

処理委託量

した後

用 し

自ら中間

洋投入処分した量

自ら中間処理 した後

色ら埋立処分又は

③

ら

自ら中間処理によ

自ら中間処理

④のうち熟回収

自ら直接

白排  出  量

407t
①

有 往 物 量

不要物等発生ほ

（消
画
Ｈ
）



(第 3面)

備考

1 翌年度の6月 30日 までに提出すること。

2 「事業の種類」の相には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

3 「特別管理産業廃葉物処理計画における目標値」の相には、項目ごとに、特別管理産業廃棄

物処理計画に記載した日標値を記入すること。

4 第2面には、前年度の特別管理産業廃素物の処理に関して、①～⑭の襴のそれぞれにこ(1)

から(10に掲げる量を記入することと

(1)①補 当該事業場において生じた特別管理産業廃棄物の量

・(2,②相 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら再生利用した量

(3)⑥欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら埋立処分した量

他)④オ開 (1)の量のうち、自ら中間処理をした特別管理産業廃棄物の当該中間処理前の量

(5)⑤欄 但)の量のうち、熱回収を行つた量

(6)⑥相 自ら中間処理をした後の量

(7)④欄 但)の量から(6)の量を差し引いた量

(8)③オB1 6)の量のうち、自ら利用し、又は他人に売却した量

(9)◎梱 (6)の量のうち、自ら埋立処分又は海洋投入処分した量

(10)⑩llH 中間処理及び最終処分を萎託した量

(■)①相 (lω の量のうちれ
t優

良認定処理業者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令

(以下「令」という。)第 6条の11第 2号に該当する者)への処理委託量

(12)⑭相 (10)の 量のうちB処理業者への再生利用委託量

(18)⑬欄 (10)の 量のうち、認定熱回収施設設置者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律第

15条の3の 3第 1項の認定を受けた者)である処理業者への焼却処理委託量

(14)⑭欄
!(10)の

量のうち、認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者への

焼却処理委託量

5 第2面の左下の表には、項目ごとに、特別管理産業廃棄物処理計画に記載したそれぞれの実

績値を記入することむ

6 特別管理産業廃棄物の種類が2以上あるときは、特別管理産業廃棄物の種類どとに、第2面

の例により特別管理産業廃棄物処理計画の実施状況を明らかたした書面を作成し、当該書面を

添付すること。

7 「電子情報処理組織の使用に関する事項」の欄には、前々年度及び前年度における特別管理

産業廃棄物の排出量 (ポ リ塩化ビフェニル廃棄物 (令第2条の4第 5号イからハまでに掲げる

ものをいう。)を除く。)鉱びに電子情報処理組織使用義務者にあっては前年度に実施した電子

情報処理組織の使用に関する取組(情報処理センターヘの登録が困難な場合として廃葉物の処

理及び清掃に関する法律施行規則第8条の31の 4に該当したときはてその旨及び理由を含む。)

について記入すること。

8 ※襴は記入しないこと。



様式第二号の十四 (第八条の十七の三関係)

(第 1面 )

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条の 2第 ■ 項の規定に基づき、令和 5年度の特別管理

産業廃棄物処理計画の実施状況を報告します。

特別管理産業廃棄物処理計画実施状況報告書

令不日6年 5月 28日

長崎県知事 大石 賢吾 殿

提出者

所

名

住

氏

景崎県諫早市永昌東町 24濯 と号

独立行政法人地域医療機能推巡麟碑

諫早総合病院 院長 長郷 回彦

電話番号 095作22-1380

独立行政法人地域医療機能推進機構 諫早総合病院事 業 場 の 名 称

長崎県諫早市永昌東町 24番 1号事 業 場 の 所 在 地

83 医療業事 業 の 種 類

令和 5年 4月 1日 から 令和 6年 3月 31日待別管理産業廃粟物処理計画における

計 画 期 F同弓

115,Ot

115.Ott

tt

tt

tt

項 目

特別管理産業廃 物の量

処 理 託 量

全 処 理 委 託 量

目標値

と15.Ot

特別管理産業廃棄物処理計画における目標値

項 目 目標値

自ら中間処理により減量する

特別管理産業廃棄物の

優良認定処理業者への

排   出   量

自ら再生利用を行 う

特別管理産業廃棄物の量

自 ら熱 回収 を行 う

特別管理産業廃棄物の量

自 ら 埋 立 処 分

を   行    う

処 理 委 託

再生利用業者への

処 理 委 託 量

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

電子情報処理組織の使用に関する事項

※事務処理襴

1

(日 本産業規格 A列 4番)
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計画の実施状況 (特別管理産業廃棄物の種類 )

実績値項 目

①J常 出蚤

②キ⑥自ら再生利用を

行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減
量した量

③十③自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処 理 秀 訴 畳

②再生利用業者への処理

委託量

⑬熱回収認定業者への処
理委託量

⑭熱回収認定業者以外の

熱回収を行 う業者への処
理委託量

⑩のうち熱回収認定

業者への処理委託量

④

⑩のうち熱回収認定

業者以外の

熱回収を行 う業者
への処理委託量

⑭

⑩のうち再生利用
業 者 へ の 処 理 奉 託 量

⑫

⑩の うち優良認定

処理業者への

処理委託最

自ら中間処理 した後
再生利用 した盈

自ら中間処理 した後

⑨

直接及び 自ら

中間処理 した後の

処理委託量

自ら中間処理 した

⑥

問処理によ自 ら

⑦

自

③

自ら中間処理
した

④のうち熱回収

⑤

自ら直接

有 償 物 盈

JF  出  量

①

不要物等発 生量

（韻
Ｎ



(第 3面 )

備考

1 翌年度の6月 30日 までに提出すること。

2 「事業の種類この襴には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

3.「特別管理産業廃葉物処理計画における目標値」の襴には、項目ごとに、特別管理産業廃棄

物処理計画に記載した目標値を記入すること。

4 第2面には、前年度の特別管理産業廃棄物の処理に関して、①～①の欄のそれでれに、(1)

から(14)に掲げる量を記入すること。

(1)①欄 当該事業場において生じた特別管理産業廃棄物の量

(2)②欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら再生利用した量

(3)③欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら埋立処分した量

(4)①欄 (1)の量のうち、自ら中間処理をした特別管理産業廃棄物の当該中間処理前の量

(5)⑤欄 (4)の量のうち、熱回収を行った量

(6)⑥ l視モ 自ら中問処理をした後の量

(7)⑦欄 (4)の量から(6)の量を差し引いた量

(8)③欄 (6)の量のうち、自ら利用し、又は他人に売却した量

(9)⑨欄 (6)の量のうち、自ら埋立処分又は海洋投入処分した量   
―

(10)⑩欄 中間処理及び最終処分を委託した量

(■)①欄 (10)め量のうちt優良認定処理業者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令

(以下「令」という。)第 6条の■第2号に該当する者)への処理委託量

(12)⑫襴 (10)の量のうち、処理業者への再生利用委託量

(13)⑬欄 (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律第

15条の3の 3第 1項の認定を受けた者)である処理業者への焼却処理委託量

(14)⑭欄 (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行つている処理業者への

焼却処理委託量

5 第2面の左下の表には、項目ごとに、特別管理産業廃棄物処理計画に記載したそれぞれの実

績値を記入すること。

6 特別管理産業廃棄物の種類が2以上あるときは、特別管理産業廃棄物の種類ごとに、第2面

の例により特別管理産業廃棄物処理計画の実施状況を明らかにした書面を作成し、当該書面を

添付すること。

7 「電子情報処理組織の使用に関する事項」の欄には、前差年度及び前年度における特別管理

産業廃棄物の排出量 (ポ リ塩化ビフェニ″廃棄物 (令第2条の4第 5号イからハまでに掲げる

ものをいう。)を除く。)並びに電子情報処理組織使帰義務者にあつては前年度に実施した電子

情報処理組織の使用に関する取組 (情報処理センタ‐今の登録が困難な場合として廃棄物の処

理及び清掃に関する法律施行規則第8条の31の 4に該当したときは、その旨及び理由を含む。)

について記入すること。

8 ※襴は記入しないこと。



(特別管理産業廃棄物の種類:感染性廃棄物 )

①のうち熟回収認定
業者への処理委託量

①のうち隷回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

①のうち再生利用
業者への処理委託量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

①のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

⑧

自ら直接処理した後
再生利用した量

自ら中間処理した
後の残さ量

自ら中間処理によ
り減量した量

④のうち熱回収
を行つた二

自ら中間処理
した量

自ら直接
再生利用した量

②

自ら直接埋立

処分した量排出量

①  l12.667

有償物量

実績値

112067

0

0

0

項 目

①排出量

②+③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

②自ら中間処理により減量し
た量

③十◎自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑬熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

２
面

）



様式第二号の十四(第人条の十七の二関係)

(第 1面 )

提出者

住 所  長崎県南島原市深江町丁2405

氏 名  医療法人栄和会

暴川病院 院長 泉川 年也

(法人にあつては、名称及び代表者の氏名)~

電話番号  0957-72-2017

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条の2第 ■項の規定に基づき、令和 5年度の特別管理

と年ど月⊇μ日

長崎県知事 大石 賢吾 殿

報告書画実施状況特別

令和

の実施状況を報告します。

医療法人栄和会 泉川病院事 業 場 の 名 称

事 業 場 の 所 在 地 長崎県南島原市深江町丁2405

83 医療業事 業 の 種 類

令和5年4月 1日 ～令和6年3月 31日
特別管理産業廃乗物処理計画における

計 画 期 間

85.00t 85,00t

85。 00t

85.00t

目

t

tt

tt

t

項 目

全 処 理 委 託 量

項 目 目標値

排   出   量

特別管理産業廃葉物処理計画における目標値

自ら再生利用を行 う

特別管理産業廃棄物の量

自 ら 埋 立 処 分

を  1行   う

特別管理産業廃棄物の量

自 ら熱 回収 を行 う

特別管理産業廃棄物の量

自ら中間処理により減量する

特別管理産業廃棄物の量

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

再生利用業者への

処 理 委 託 量

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量

※事務処理欄

電子情報処理組織の使用に関する事項

109,41t

49。 35t
前々年度

前 年 度

(電子情報処理組織の使用に関して実施した取組)

R4年 10月 20日 より実施開始

特別管理産業廃棄物排出量

(ポ リ塩化ビフェニル廃葉物を除く。)

1-617



(産業廃棄物の種類:感染性廃葉物   )

⑩のうち再生利用
業者への処理泰託量

⑫

⑩のうち熟回収認定
業者への処理委託二

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への

処理委話豊

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海岸投入処分した量

処理妾託量

直接及び自ら
中間処理した後の

自ら直接処理した後
再生利用したと

自ら中間処理によ
り減量した量

自ら中間処理した
後の残さ量

⑥

自ら中間処理
した且

④のうち熱回収
を行つたと

自ら直接
再生利用した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

有侵物量

排出量

電)       49,305

実績値

49.305

0

0

0

0

49.35

49.35

0

49,35

項 目

①憐出量

②+③
白ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

Э自ら中間処理により滅量し
た量

Э十③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた二

⑩全処理委託豊

0優良認定処理業者への
処理委託登

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑬熱回収認定業者への処理
委託量

④熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
妾託豊

（淋
〕
酎
）

（
コ
排
澱
器
渤
革
　
＞
巡
ド
螂
）



(第 3面)

備考

1 翌年度の6月 80日 までに提出することc

2 ‐「事業の種類」の欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

3 「特別管理産業廃棄物処理計画における冒標値」の欄には、項目ごとに、特別管理産業廃棄

物処理計画に記載した目標値を記入すること。

4 第2面には、前年度の特月J管理産業廃棄物の処理に関して、③～⑭の稲1のそれぞれに、(1)

から(14)に掲げる量を記入すること。

(1)①欄 碧該事業場において生じた特別管理産業廃棄物の量

(2)②欄 (1)の量のうち、中FH目処理をせず直接自ら再生利翔した量

(3)C欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら埋立処分した量

(4)④ l品尋 (1)の量のうち、自ら中間処理をした特別管理産業廃棄物の当該中間処理前の量

(5)⑤欄 (4)の量のうち、熱回収を行らた量

(6)③襴 自ら中FF弓処理をした後の量

(7)⑦欄 (4)の量から(6)の量を差し引いた量

(8)③ l固 (6)の量のうち、自ら利用し、又は他人に売却した量

(9)⑨棚1(6)の量のうち、自ら理立処分又は海洋投入処分した量

(10)⑩欄 中間処理及び最終処分を委託した量

(■)①欄 (10)の量のうち、優良認定処理業者 (廃葉物の処理及び清掃に関する法律施行令

(以下「令」という。)第 6条の11第 2号に該当する者)への処理委託量

(と2)⑫襴 (10)の量のうち、処理業者への再野 :!用委託量

(13)④欄 (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律第

15条の3の 3第 1項の認定を受けた者)である処理業者への焼却処理委託量

(14)④稲1(と O)の量のうち、認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行つている処理業者への

焼去「処理委託量

5 第 2面の左下の表には、項目ごとに、特別管理産業廃棄物処理計画に記載したそれぞれの実

績値を記入すること。

6 特別管理産業廃棄物の種類が2以上あるときは、特別管理産業廃棄物の種類ごとに、第2面

の例により特別管理産業廃葉物処理計画の実施状況を明らかにした書面を作成し、当該書面を

添付すること。

7 「電子情報処理組織の使用に関する事項」の襴には、前々年度及び前年度における特別管理

産業廃茶物の排出量 (ポ リ塩化ビフェ■ル廃棄物 (令第2条の4第 5号イからハまでに掲げる

ものをい九)を除く。)並びに電子情報処理組織使用義務者にあつては前年度に実施した電子

情報処理組織の使犀に関する取組 (情報処理センタと今の登録が困難な場合として廃棄物の処

理及び清掃に関する法律施行規則第8条の31の 4に該当したときは、その旨及び理由を含む。)

について記入すること。

8 ※欄は記入しないこと。



様式第二号の十四(第人条の十七の二関係)

(第 1面 )

特別管理産業廃棄物処理計画実施状況報告書

令和 6年 6月   30日

長崎県知事 大石 賢吾 殿

提出者      :
住 所  福岡県糟屋郡粕屋町長者原西4-11-8

氏 名        社会医療法人 青洲会

理事長 中村 幹夫

(法人にあつては、名称及び代表者の氏名)

電話番号     092-938-0345

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条の 2第 11項の規定に基づき、令和 4年度の特別管理

産業廃棄物処理計画の実施状況を報告します。

事 業 場 の 名 称 青洲会病院

事 業 場 の 所 在 地 長崎県平戸市田平町山内免 612-4

事 業 の 種 類 大分類 :医療 `福祉 中分類 :医療業

特別管理産業廃棄物処理計画における

計 画 期 間 令不日5年 4月 1日 から令和 6年 3月 31日

特別管理産業廃棄物処理計画における目標値

項 目 目標値 項 目 目標値

排    出   量 40t 全 処 理 委 託 量 40t

自ら再生利用を行 う

特別管理産業廃乗物の量
Ot

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量
40t

自 ら熱 回収 を行 う

特別管理産業廃棄物の量
Ot

再生利用業者への

処′理 委 託 量
Ot

自ら中間処理により減量する

特別管理産業廃棄物の量
Ot

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量
Ot

自 ら 埋 立 処 分 認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

を   行   う
特別管理産業廃棄物の量

Ot Ot

電子情報処理組織の使用に関する事項

特 別 管 理 産 業 廃 棄 物 排 出 量

(ポ リ塩化ビフェニル廃棄物を除くも)

前 々 年 度

前 年 度

62,4t

60t

(電子情報処理組織の使用に関して実施した取組)

※事務処理欄

(日 本産業規格 A列 4番)



計画の実施状況 (特別管理産業廃棄物の種類 :感染性廃棄物 ) (単位 :t)

実績値

60t

60t

60t

項 目

①排出量

②十① 自ら再生利用を
行つた量

⑤ 自ら熱回収暫子つた量

⑦ 自ら中間処理により減
量した量

③+③ 自ら埋立処分又は
海洋投入処分著〒った量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への処理
委託量

⑫ 再生利用業者への処理
委託量

⑪熱回収認定業者への処
理委託量

⑭ 熱回収認定業者以外の

熱回収を行う業者への処
理委託量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑪のうち熱回収認定

業者への処理委託量

⑫

⑬

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

⑭

自ら中間処理した後

再生利用した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

直接及び自ら

中間処理した後の

処理委託量

60t

⑩のうち優良認定
処理業者入の

処理委託量

60t③

會ら中間処理した
後の残さ量

自ら中間処理に

より減量した量

⑦

自ら直接

再生利用した量

②

自ら直接埋立処分した量

③

自ら中間処理
した量

④のうち熱回収
を行つた量

有 償 物 量

排 出 量

60t
①

不要物等発生量

（韻
Ｎ
酬
）



(第 3面 )

備考

1 翌年度の6月 30日 までに提出すること。

2 「事業の種類」の欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

3 「特別管理産業廃棄物処理計画における目標値」の欄には、項目ごとに、特別管理産業廃棄

物処理計画に記載した目標値を記入することも

4 第 2面には、前年度の特別管理産業廃棄物の処理に関して、①～⑭の欄のそれぞれに、 (1)

から(14)に掲げる量を記入すること。

(1)③欄 当該事業場において生じた特別管理産業廃棄物の量

(2)②欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら再生利用した量

(3)⑥欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら埋立処分した量

(4)④欄 (1)の量のうち、自ら中間処理をした特別管理産業廃棄物の当該中間処理前の量

(5)⑤欄 (4)の量のうち、熱回収を行った量

(6)⑥欄 自ら中間処理をした後の量

(7)⑦欄 (4)の量から(6)の量を差し引いた量

(8)③欄 (6)の量のうち、自ら利用し、又は他人に売却した量!

(9)③欄 (6)の量のうち、自ら埋立処分又は海洋投入処分した量

(10)⑩欄 中間処理及び最終処分を委託した量

(11)①欄 (10)の量のうち、優良認定処理業者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令

(以下「令」_と いう。)第 6条の11第 2号に該当する者)への処理委託量

(12)⑫欄 (10)の量のうち、処理業者への再生利用委託量

(13)⑬欄 (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律第

15条の3の 3第 1項の認定を受けた者)である処理業者への焼却処理委託量

(14)⑭欄 (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行つている処理業者今の

焼却処理委託量

5 第 2面の左下の表には、項目ごとに、特別管理産業廃棄物処理計画に記載したそれぞれの実

績値を記入すること。

6 特別管理産業廃棄物の種類が2以上あるときは、特別管理産業廃棄物の種類ごとに、第 2面
の例により特別管理産業廃棄物処理計画の実施状況を明らかにした書面を作成し、当該書面を

添付すること。

7 「電子情報処理組織の使用に関する事項」の欄には、前々年度及び前年度における特別管理

産業廃棄物の排出量 (ポ リ塩化ビフェニル廃棄物 (令第 2条の4第 5号イからハまでに掲げる

ものをいう。)を除くd)並びに電子情報処理組織使用義務者にあつては前年度に実施した電子

情報処理組織の使用に関する取組 (情報処理センター今の登録が困難な場合として廃棄物の処

理及び清掃に関する法律施行規則第 8条の31の 4に該当したときは、その旨及び理由を含む。)

について記入すること。

8 ※欄は記入しないこと。



様式第二号の十四 (第人条の十七の三関係)

(第 1面 )

特別管理産業廃棄物処理計画実施状況報告書

令和 6年  6月  29日

長崎県知事 大石 賢吾 殿

提出者

住 所 長崎県韓束早市津久葉町1883-43

氏 名 ツニーセミコンタ
ヾ
クタマニュファクチャリンク

゛
脚

長崎テクノロデーセンター

長崎TEC長 石サII 良光

電話番号 0957-22-7111

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条の 2第 H項の規定に基づき、令和 4年度の特別管理

産業廃棄物処理計画の実施状況を報告します。

事 業 場 の 名 称
ソニーセミコンダクタマニュファクチャリングl抑

長崎テクノロジーセンター

事 業 場 の 所 在 地 長崎県諫早市津久葉町1883-43

事 業 の 種 類 半導体素子製造業

特別管理産業廃棄物処理計画における

計 画 期 間
2023年4月 1日 ～2024年3月 31日

特別管理産業廃棄物処理計画における目標値

項 目 目標値 項 目 目標値

排    出   量 別紙 1参照 全 処 理 委 託 量 別紙 1参照

自ら再生利用を行 う

特別管理産業廃乗物の量
別紙 1参照

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量
別紙 1参照

自 ら熱 回収 を行 う

特別管理産業廃棄物の量
別紙 1参照

再生利用業者への

処 理 委 託 量
別紙 1参照

自ら中間処理により減量する

特別管理産業廃棄物の量
別紙 1参照

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量
別紙 1参照

自 ら 埋 立 処 分

を   行   う

特別管理産業廃棄物の量

別紙 1参照

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

別紙 1参照

電子情報処理組織の使用に関する事項

※事務処理欄

(日 本産業規格 A列 4番 )



況の (特別管理産業廃棄物の種類: pH12.5以 上の廃アルカリ   )

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

3.2
⑫

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0①

①のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

自ら直接処理した後
再生利用した量

0⑨

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

0

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

170.2

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

167.0∪

自ら中間処理した
後の残さ量

0

0

自ら中間処理によ
り減量した量

自ら直接
再生利用した量

0②

自ら直接埋立
処分した量

0③

自ら中間処理
した量

④のうち熱回収
を行った量

有償物量

排出量

170.2①

不要物等発生量

実績値

1702

0

0

0

0

170.2

167,0

3.2

0

項 目

①排出量

②+③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑬熱回収認定業者への処理
委託量

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

（
第

２
面

）



の ( 特別管理産業廃棄物の種類: pH2.0以 下の廃酸 )

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

6,321.5
⑭

①のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

自ら直接処理した後
再生利用した量

0①

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

0

直接及び自ら

中間処理した後の

処理委託量

6,321.5

①のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

920.8
①

自ら中間処理した
後の残さ量

0

自ら中間処理によ
り減量した量

0

自ら直接
再生利用した量

0②

自ら直接埋立
処分した量

0①

自ら中間処理
した量

0

④のうち熱回収
を行つた量

0

有償物量

排出量

6,321.5①

不要物等発生量

実績値

6,3215

0

0

0

0

6,321.5

920。8

6,321.5

0

項 目

①排出量

②+③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

①熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

（
第

２
面

）



(特別管理産業廃棄物の種類 : 燃えやすい廃油 )

①のうち再生利用
業者への処理委託量

2,333.0⑭

①のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0①

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

自ら直接処理した後
再生利用した量

0①

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

3,458.3

①のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

3,172,9
①

0

自ら中間処理によ
り減量した量

0

自ら中間処理した
後の残さ量

自ら中間処理
した量

0

④のうち熱回収
を行った量

0

自ら直接
再生利用した量

0②

自ら直接埋立
処分した量

0③

有償物量

排出量

3,458.3①

不要物等発生量

実績値

3,45328

0

0

3145&28

3,172.88

2,832.96

0

項 目

①排出量

②+①
自ら再生利用を行った量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

③+◎自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

①熱回収認定業者への処理
委託量

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

（
第

２
面

）



罵距 状 況 (特別管理産業廃棄物の種類 : 感染性廃棄物 )

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

0⑭

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0⑩

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

自ら直接処理した後
再生利用した量

0①

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

0

直接及び由ら
中間処理した後の

処理委託量

0

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

0①

自ら中間処理した
後の残さ量

0

0

自ら中間処理によ
り減量した量

自ら直接
再生利用した量

0②

自ら直接埋立
処分した量

0⑨

自ら中間処理
した量

0

④のうち熱回収
を行つた量

有償物量

排出量

0①

不要物等発生量

実績値

0

0

0

0

0

0

0

0

項 目

①排出量

②+③
自ら再生利用を行った量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

①熱回収認定業者への処理
委託量

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

（
第

２
面

）



(第 3面 )

備考

1 翌年度の6月 30日 までに提出すること。

2 「事業の種類」の欄には、日本標準産業分類の区分を記入することを

3 「特別管理産業廃棄物処理計画における目標値」の欄には、項目ごとに、特別管理産業廃棄

物処理計画に記載した目標値を記入することも

4 第 2面には、前年度の特別管理産業廃乗物の処理に関してく①～⑭の欄のそれぞれに、(1)

から(14)に掲げる量を記入すること。

(1)①欄 当該事業場において生じた特別管理産業廃棄物の量

(2)②欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら再生利用した量          :
(3)③欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら埋立処分した量

(4)③欄 (1)の量のうち、自ら中間処理をした特別管理産業廃棄物の当該中間処理前の量

(5)⑤欄 (4)の量のうち、熱回収を行つた量

(6)⑥欄 自ら中間処理をした後の量

(7)⑦欄 (4)の量から(6)の量を差し引いた量

(8)③欄 (6)の量のうち、自ら利用し、又は他人に売却した量

(9)③欄 (6)の量のうち、自ら埋立処分又は海洋投入処分した量

(10)⑩欄 中間処理及び最終処分を委託した量          ′

(11)①欄 (10)の量のうち、優良認定処理業者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令

(以下「令」という。)第 6条の11第 2号に該当する者)への処理委託量

(12)⑫欄 (10)の量のうち、処理業者への再生利用委託量

(13)⑬欄 (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律第

15条の3の 3第 1項の認定を受けた者)である処理業者への焼却処理委託量

(14)⑭欄 (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者への

焼却処理委託量

5 第 2面の左下の表には、項目ごとに、特別管理産業廃棄物処理計画に記載したそれぞれの実

績値を記入すること。

6 特別管理産業廃棄物の種類が2以上あるときは、特別管理産業廃棄物の種類ごとに、第2面

の例により特別管理産業廃棄物処理計画の実施状況を明らかにした書面を作成し、当該書面を

添付すること。

7 「電子情報処理組織の使用に関する事項」の欄には、前々年度及び前年度における特別管理

産業廃棄物の排出量 (ポ ヅ塩化ビフェニル廃棄物 (令第 2条の4第 5号イからハまでに掲げる

ものをいう。)を除く。)並びに電子情報処理組織使用義務者にあうては前年度に実施した電子

情報処理組織の使用に関する取組 (情報処理センターヘの登録が困難な場合として廃棄物の処

理及び清掃に関する法律施行規則第 8条の91の 4に該当したときは、その旨及び理由を含む。)

について記入すること。

8 ※欄は記入しないこと。



別紙 1

特別管理産業廃棄物処理計画におけるFY23日 裸値 単位ホン

認定熱回収業者
以外の熱回収を
行う業者への処

理委託量

297.5

0.0

21.0

0

318.5

再生利用業者
への処理委託

量
|

認定熱回収業
者への処理委

託量

a4川司 0

莉 J 0

0

01 0

成49刺 0

優良認定処理
業者への処理

委託量

2,480.7

745.8

140.3

0,01

3,366.4

全処理
委託量

3,421.9

747.4

57.0

0.00

4,226.2

弓朧
|

自ら埋立処分を
行う特別管理産
業廃棄物の量

0

01 0

0

01 0

01 0

自ら熱回収を行
う特別管理産業
廃棄物の量

0

0

0

0

0

自ら再生利用を
行う特別管理産
業廃棄物の量

0

0

0

0

0

排出量

3,719.4

5,016.8

78.0

0.01

8,814.2

燃えやすい廃油

pH2.0以 下の廃酸

pH12.5以 上の廃アルカリ

感染性廃棄物

合 計



様式第二号の十四 (第人条の十七の二関係)

(第 1面)

特別管理産業廃棄物処理計画実施状況報告書

6年   6月   日

長崎県知事 大石 賢吾 殿

提出者

住 所 長崎県大村市久原 2丁目1001-1

氏 名 独立行政法人国立病院機構長崎医療センター

院長 高山 隼人

(法人にあつては、名称及び代表者の氏な)

電話番号 0957-52-3121

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条の2第 ■項の規定に基づき、令和 5年度の特別管理

産業廃棄物処理計画の実施状況を報告します。

事 業 場 の 名 称 独立行政法人国立病院機構長崎医療センター

事 業 場 の 所 在 地 長崎県大村市久原 2丁 目1001-1

事 業 の 種 類 83 医療業

特別管理産業廃棄物処理計画における

計 画 期 間
令和5年4月 1日 ～令和6年3月 31日

特別管理産業廃乗物処理計画における目標値

項 目 目標値 項 目 目標値

排   出   量 340.081t 全 処 理 委 託 量 340,081t

自ら再生利用を行 う

特別管理産業廃棄物の量
t

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量
t

自 ら熱 回収 を行 う

特別管理産業廃棄物の量
t

再生利用業者への

処 理 委 託 量
t

自ら中間処理により減量する

特別管理産業廃乗物の量
t

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量
t

自 ら 埋 立 処 分

を   行   う t

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

t

特別管理産 の量

電子情報処理組織の使用に関する事項

※事務処理欄



計画の実施状況 (特別管理産業廃棄物の種類 )

実績値項 目

①排出量

② +③ 自ら再生利用を

行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦ 自ら中間処理により減
量 した量

③十③自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への

処理委託量

⑫再生利用業者への処理

委託量

⑬熱回収認定業者への処
理委託量

⑭熱回収認定業者以外の

熱回収を行 う業者への処

理委託量

⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

⑫

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩

⑩のうち熱回収認定

業者以外の

熱回収を行 う業者
への処理委託量

⑭

自ら中間処理 し!た 後
再生利用した量

③

自ら中間処理 した後
自ら埋立処分ヌは

海洋投入処分 した量

直接及び自ら

中間処理 した後の

処理委託量

⑩の うち優 良認定

処理業者への

処理委託量

した間

後の残 さ量

⑥

量り

自ら中間粋理によ
した量

⑦

自ら直接
用 した量

②

自ら直接埋立処分した量

した量

④

④のうち熱回収
を行つた量

有 償 物 量

排   出  量

①

不要物等発生量

（削

】
副
）

（
コ
テ
酎
器
灘
茶
　
＞
迎
卜
琳
）



(第 3面 )

備考

1 翌年度の6月 30日 までに提出すること。

2 「事業の種類」の欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

3 「特別管理産業廃棄物処理計画における目標値」の欄には、項目ごとに、特別管理産業廃棄

物処理計画に記載した目標値を記入すること。

4 第 2面には、前年度の特別管理産業廃乗物の処理に関してく①～⑭の欄のそれぞれに、(1)

から(14)に‡′5げる量を記入すること。

(1)①欄 当該事業場において生じた特別管理産業廃棄物の量

(2)②欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら再生利用した量

(3)③欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら埋立処分した量

(4)④欄 (1)の量のうち、自ら中間処理をした特別管理産業廃棄物の当該中間処理前の量

(5)⑤欄 (4)の量のうち、熱回収を行った量

(6)⑥欄 自ら中間処理をした後の量

(7)⑦欄 (4)の量から(6)の量を差し引いた量

(8)③欄 (6)の量のうち、自ら利用し、又は他人に売却した量

(9)⑨欄 (6)の量のうち、自ら埋立処分又は海洋投入処分した量

(10)⑩欄 中間処理及び最終処分を委託した量

(■)①欄 (10)の量のうち、優良認定処理業者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令

(以下「令」という。)第 6条の11第 2号に該当する者)への処理委託量

′(12)⑫欄 (10)の量のうち、処理業者への再生利用委託量

(13)⑬欄 (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律第

15条の3の 3第 1項の認定を受けた者)である処理業者への焼却処理委託量

(14)⑭欄 (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行つている処理業者への

焼却処理委託量

5 第 2面の左下の表には、項目ごとに、特別管理産業廃棄物処理計画に記載したそれぞれの実

績値を記入すること。

6 特別管理産業廃棄物の種類が2以上あるときは、特別管理産業廃棄物の種類ごとに、第2面

の例により特別管理産業廃棄物処理計画の実施状況を明らかにした書面を作成し、当該書面を

添付すること。

7 「電子情報処理組織の使用に関する事項」の欄には、前々年度及び前年度における特別管理

産業廃棄物の排出量 (ポ リ塩化ビフェニル廃棄物 (令第 2条の4第 5号イからハまでに掲げる

ものをいう。)を除く。)並びに電子情報処理組織使用義務者にあつては前年度に実施した電子

情報処理組織の使用に関する取組 O晴報処理センターヘの登録が困難な場合として廃棄物の処

理及び清掃に関する法律施行規則第8条の31の 4に該当したときは、その旨及び理由を含む。)

について記入すること。

8 ※欄は記入しないこと。



様式第二号の十四 (第ノ(条の十七の二関係)

(第 1面 )

(法人にあつては、名称及び仰ゑぬnとしル)

電話番号歩 ∂,デケーア/r/

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条の2第 11項の規定に基づき、令和5年度の特別管理

特別管理産業廃棄物処理計画実施状況報告書

長崎県知事 大石 賢吾 殿

産業廃乗物処理計画の実施状況を報告します。

癌
μ巫年グ月ヴ ロ

提出者

住 所

氏 名

響鶏摯
:事
響響猪γ

拶
輩7

事 業 場 の 才ョ 称

長輪県対馬市美津島町難知乙■68番7事 業 場 の 所 在 地

事 業 の 種 類

↑『 1灯 ～ノ今X々
`今

ジ打ラノロ小タデ特別管理産業廃案物処理計画における

計 画 期 間

目標値項 目日標値項 目

うも、∂フう
t全 処 理 委 託 量θ

`く

B7う t
排    出   量

ぅど、27う
tl憂 良認定処理業者への

処 理 委 託 量ど)   t自ら再生利用 を行 う

特別管理産業廃乗物の量

つ  t
再生利用業者へ の

処 理 委 託 量´  t自ら熱回収 を行 う

特前管理産業廃棄物の量
認定熱回収業者への

処 理 委 託 量つ t

特別管理産業廃乗物の量
自ら中間処理により減量する

認定熱画H又業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量
∂

t

特別管理産業廃乗物の量

自 ら 埋 立 処 分

を   行    う

に 目る 標値お け画理産業廃棄物処理計↓管特μ

前々年度

前 年 度

す
',7ど

十 t

t
特別管理産業廃茉物排出量

(ポ ジ塩Tヒ ビフェニル廃棄物を除く。)

(電子情 に関 して実施 した取組 )

※事務処理欄

る,

代S
4

(日 本産業規格

メC● =

苺チ



計画の実施状況 (特別管理産業廃葉物ゅ種類 ! どう な 疾 女 )

実績値

∂6i g乃 ぢ

わ ι

沙″

Oε

かか

sと「V73倉ナ

J「 γ喀 歩方

抄方

´か

`少
オ

項 目

①排出盈

+ ら再生利 を

行 つた織

⑤白ら熱回収を行った登

自 ら に レリ

遺 と́た豊

③ +③ 自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行 つた量

⑩全処理委託量

認定処 の

処 理 量

再生利用 へ の処 理
委託豊

⑩熱回収認定業者ンくの処
理委託量

①熱回収認定業者以外の
多メl回 収を行 う業者への処
理萎託豊

⑩のうち再生利用
業者への処理委託登

z)と

⑫

理委託落者への
⑩のうら熱回収認定

⑩の うち熱回収認定
業者以外の

熟回収を行 う業者
への処理委託豊

⑭

自ら中韓
再生利用 した登

p歩
③

海洋投入処分 した量

白ら中間処理 した後
自ら埋立処分又は

直接及び 自ら
中間処理 した後の

処理委託量

夢6ig9ヨ

⑩のうち優良認定
処理業者八の
処理委託盈

36′ 7ηデ

自 ら

の

し

さ量

つ

|)中 間処理 によ自

滅量 した

再

自ら直接

利用 した

自ら直接二撃立処分した量

し た

ら中

沙

④のうち熱回収
つ た量

沙

⑤

有 償 物 量

排   出  量

'`、
87,ウ

①

不要物等発生豊

（韻
］
剛
）



(第 8的 l)

考

１

２

３

備

， 翌年度の6月 30日 までに提出すること。

「事業の種類Jの欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

「特用管理産業廃柔物処理計画における目標値Jの欄には、項目ごとに、特別管翠産業廃棄

物処理計画に記載した目標値を記入すること

法処理に関して、6～④の欄のそれぞれに、 (1)

4 第 2面には、前年度の特別管理産業廃棄物 1

から(14)に 掲げる量を記入すること。

(1)①欄 当該事業場において生じた特別管理産業廃乗物の量

(2)②欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら再生利用した量

(3)③禰 (1)の孟σDう ち、中間処理をせず直接自ら
'里

立処分した量

(4)④ lf堀 (1)の 量のうち、自ら中間処理をした特別管理産業廃乗物の当該中間処理前の量

(5)⑤欄 (4)の量のうち、熱回収を行つた盈

(6)⑥ l嶺ll 自ら中F母号処理をした後の量

(7)⑦欄 (4)の量から(6)の量を差し引いた量

(8)⑥欄 (6)の量のうちt自 ら利用し、又は他人に売却した量

(9)③欄 (6)の量のつち、自ら埋立処分卜は海洋投入処分した量

(10)⑩欄 中F日弓処理及び最終処分を委託した量

(11)①欄 (10)の 量のうち、偏良認定処理業者 (廃乗物の処理及び清掃に関する法律施行全

(雰下「令」という。)第 6条の11第 2号に該当する者)への処理委託量

(12)⑫欄 (10)の 量のうち、処理業者⌒の再生利用委託量

(13)⑬欄 (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者 (廃乗物の処理及び清掃に関する法律第

15条の3の 3第 1項の認定を受けた者)である処理業者への焼却処理委託量

(14)⑭欄 (10)の 量のうち、認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行つて
,｀
る処理業者への

焼却処理委託量

5 第 2面の左下の表には、項自ごとに、特別管理産業廃乗物処理計画に註載 したそれぞれ?実

績値を記入すること。

6 特別管理産業廃乗物の種類が 2以上あるときtま f特別管理産業廃棄物の種類ギとt予 、第 2面

の例により特別管理産業廃乗物処理計画の実施状況を明らかにした書面を作成 し、当該青面を

添付すること。              ヽ

7 「電千情報処理組織の使拝lに 関する事項」の欄には、前 年々度及び前年度呼おける特別管理

産業廃棄物の排出量 (ポ リ塩化ビフエニル廃泰物 (令第2条の4第 5号イからハまでに掲げる

ものをいう。)を除く。)並びに電子J情報処理組織使用義務者にあつては前年度に実施した電子

情報処理経繊の使用に関する取組 (情報処理センタニヘの登録が困難な場合として廃棄物の処

理及び清掃に関する法律施行規員ほ第8条の31の 4に該当したとき

'ま

、その旨及び理由を含む。)

について記入すること。

※ll鋼すま記入 しないことc8



様式第二号の十四 (第八条の十七の三関係)

(第 1面 )

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条の2第 11項の規定に基づき、令和 5年度の特別管理

産業廃棄物処理計画の実施状況を報告します。

特別管理産業廃棄物処理計画実施状況報告書

令不Π6年 5月 24日

長崎県知事 大石 賢吾 殿

(法人にあっては、名称及び代表者の氏毛)

電言舌番号  0957-26-6001

所 長崎県ε系子申準入兵菊 5揺 理 +7

名 ミカロームこ次不赤穴会 社

代表イ財守4えそと去 与夜 宏

者違

住

氏

提

ミカロームエ業株式会社 諫早工場事 業 場 の 名 称

事 業 場 の 所 在 地 長崎果謀早市栄田町 25番 50号

金属製品製造業  〔24〕事 業 の 種 類

特別管理産業廃棄物処理計画における

計  画  期  間
令和 6年 3月 31日  (1年 間 )令和 5年 4月 1日

t

項 日

別紙参照  t別紙参照  t

別紙参照  t 別紙参照  t

別紙参照  t別紙参照  t

別紙参照  t 別紙参照  t

全 処 理 委 託 量

目標値

別紙参照

特別管理産業廃棄物処理計画における目標値

項 目 目標値

排   出   量 別紙参照  t

自ら再生利用を行 う

特別管理産業廃棄物の量

自 ら 埋 立 処 分

を   行   う

特別管理産業廃棄物の量

自 ら熱 回収 を行 う

特別管理産業廃棄物の量

自ら中間処理により減量する

特別管理産業廃棄物の量

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

再生利用業者への

処 理 委 託 量

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量

電子情報処理組織の使用に関する事項

※事務処理欄
Ｖ
■

Ｉ
Ｊ

４
(日 本産業規格



<特 別管理産業廃棄物処理計画における目標値 (第 1面の別紙 )>
強酸(有害 ) 汚泥(有害 ) 汚泥廃酸(有害 )

目標  実施状況 目標  実施状況 目標  実施状況
項 目

目標  実施状況

36.00     5,90 20.00    7.56 0,50     0.00排出量 30.00   29.55

0,00     0.00 0.00    0.00 0,00     0.00自ら再生利用を行う
特別管理産業廃棄物の量

0.00    0,00

0.00     0.00 0.00     0.00自ら熱回収を行う
特別管理産業廃棄物の量

0.00    0.00 0.00     0.00

0,00    0.00 0,00     0.00 0.00     0.00自ら中間処理により減量する
特別管理産業廃棄物の量

0,00     0.00

0,00     0.00 0.00     0.00自ら埋立処分を行う
特別管理産業廃棄物の量

0.00     0.00 0.00    0.00

20,00     7.56 0.50     0.00全処理委託量 30.00   29:55 36.00     5.90

20.00     7.56 0.50     0,00優良認定処理業者への
処理委託量

0.00     0.00 36.00     5.90

0,00     0.0030.00 29.55 0.00     0.00 0.00     0.00再生利用業者への
処理委託量

0.00     0.00 0.00    0.00 0.00     0,00 0.00  ,   0.00認定熱回収業者への
処理委託量

0.00     0.000,00     0,00 0.00     0.00 0,00     0.00
認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処理委託量

ton



(特別管理産業廃棄物の種類:廃酸(有害) )

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

①のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した豊

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

自ら直接処理した後
再生利用した量

0③

自ら中間処理した
後の残さ量

0

自ら中間処理によ
り減豊した霊

④のうち熱回収
を行つた量

0

自ら直接
再生利用した量

0②

自ら直接埋立

処分した量

0

自ら中間処理
した豊

有償物量

排出量

29.55①

不要物等発

実績値

29_55

0

0

項 目

①排出量

②+③
自ら再生利用を行った量

⑤自ら熱回収を行つた量

②自ら中間処理により減量し
た量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩金処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

②再生利用業者への処理
委託量

①熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

（
第

２
面

）



計画の看 (特別管理産業廃棄物の種類:強酸(有害) )

実績値

39

0

0

r叩警 |

項 目

①排出量

②+③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

②自ら中間処理により減量し
た量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑬熱回収認定業者人の処理
委託量

①熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

ｉｔ
一一↓
・

一
‘
●

一
・

一一一一

一

一

一・

一
．

一

①

0③

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託豊

自ら直接処理した後
再生利用した豊

自ら中間処理した
後の残さ量

自ら中間処理によ
り減量した量

自ら中間処理
した量

0

④のうち熱回収
を行つた量

自ら直接
再生利用した量

0②

自ら直接埋立
処分した量

有償物量

排出量

519
①

不要物等発

（
第

２
面

）



記の (特別管理産業廃棄物の種類 :汚泥(有害) )

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

①のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

①のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら直接処理した後
再生利用した量

0①

自ら中間処I里した後

自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量
自ら中間処理した

後の残さ量

0

自ら中間処理によ
り減量した量

0

自ら直接埋立

処分した量

自ら中間処理

した量

0

①のうち熱回収
を行つた量

0

由ら直接
再生利用した量

排出量

7.56①

有償物量

実績値

756

0

0

0

項 目

①排出量

②十③
自ら再生利用を行つた量

③自ら熱回収を行つた量

②自ら中間処理により減量し
た量

③十③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩金処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

〇熱回収認定業者への処理
委託量

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

盆
昂
２
面

）



様式第二号の十四 (第八条の十七の三関係)

(第 1面 )

代表取締役れ4 炊  宏

(法人にあってtご 、心泳″介ィ可液落ヵ負み )

電話番号 09'7-と う一ε001

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条の2第 H項の規定に基づき、令和5年度の特別管理

産業廃棄物処理計画の実施状況を報告します。

特別管理産業廃棄物処理計画実ナ疱状況報告書

令和 6年 5月 16日

長崎県知事 大石 賢吾 殿

ｋ子４封番県

ロ

隕

カ

長

ミ
ヽ

所

名

者臨

住

氏

提

ミカ EI―ムエ業株式会社 長崎工場事 業 場 の 名 称

長崎県諌早市津久葉町 5番地47事 業 場 の 所 在 地

金属製品製造業  〔24〕事 業 の 種 類

特別管理産業廃棄物処理計画における

計 画 期 間
令和 5年 4月 1日  ～ 令和 6年 3月 31日 (1年間 )

t

項 目

排   出   量

別紙参照  t別紙参照  t

別紙参照  t別紙参照  t

ヌJll紙参照  t月ll糸氏疹丼Лく     t

別紙参照  t別紙参照  t

全 処 理 委 託 量

目標値

別紙参照

特別管理産業廃棄物処理計画における目標値

項 目 目標値

別紙参照  t

自ら再生利用を行う
特別管理産業廃棄物の量

自 ら 埋 立 処 分

を   行   う

特別管理産業焼棄物の量

自 ら熱 回 収 を行 う

特別管理産業廃棄物の量

自ら中間処理により減量する

特別管理産業廃棄物の量

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

再生利用業者への

処 理 委 託 量

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量

(電子‖青報処理組織の使用に関して実施した取組)

JWNETに 加入済みであり、電子マニフェス トを利用できる状態にしている。

処理委託先として電子マニフェストに対応した処理業者を選定し、契約を締結している。

二|

ヽ〔|,

電子情報処理組織の使用に関する事項

187. 64t
199, 97t

前々年度

前 年 度
特別管理産業廃棄物排出量

(ポ リ塩化ビフェニル廃棄物を除く。)

※事務処理欄

/'1子
・・``

1

(日 本産業規格 A列 4番 )



計画の実施 | (特別管理産業廃棄物の種類 :廃酸(有害) )

①のうち熱回収認定
業者への処理委託量

①のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

自ら直接処理した後
再生利用した量

0①

自ら中間処理によ
り減量した量

0

自ら中間処理した
後の残さ豊

00

④のうち熱回収
を行つた量

0

自ら直接
再生利用した量

0⑫

自ら直接埋立

処分した量

自ら中間処理
した量

有償物量

排出量

2.4①

不要

実績値

24

O

0

0

項 目

①排出量

②+③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

⑥+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑭再生利用業者への処理
委託量

〇熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

（
第

２
面

）



( 特別管理産業廃棄物の種類:強酸(有害) )

①のうち熱回収認定
業者令の処理委託豊

①のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した霊

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

0

自ら直接処理した後
再生利用した量

自ら中間処理した

後の残さ量

自ら中間処理によ
り減量した量

④のうち熱回収
を行つた量

自ら直接埋立
処分した量

自ら中間処理
した量

自ら直接
再生利用した量

0②

排出量

56_61①

有償物量

不要物等発生

実績値

56.61

0

0

項 目

①排出量

②+③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行うた量

②自ら中間処理により減量し
た量

①十③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

③全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

①熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

（
第

２
面

）



(特別管理産業廃棄物の種類:廃アルカリ(有害)  )

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

①のうち熱回収認定
業者への処理委託量

①のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

①のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

白ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

自ら直接処理した後
再生利用した量

0③

自ら中間処理によ
り減量した量

0

自ら中間処理した
後の残さ豊

自ら中間処理
した量

0

④のうち熱回収
を行つた量

0

自ら直接
再生利用した量

0②

自ら直接埋立
処分した量

有償物量

排出量

23.55①

不要物等発

実績値

23_55

0

0

項 目

①排出量

②+③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

②自ら中間処理により減量し
た量

③十③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

①再生利用業者への処理
委託量

①熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

（
第

２
面



太況の (特別管理産業廃棄物の種類:強アルカリ(有害)  )

①のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

①のうち再生利用
業者への処理委託量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

①のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

0⑨

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

自ら中間処理によ

り滅量した量

0

自ら中間処理した
後の残さ量

0

自ら中間処理
した量

④のうち熱回収
を行つた量

0

自ら直接
再生利用した量

0②

自ら直接埋立
処分した量

4.73①

有償物量

排出量

不要物等発

実績値

473

0

0

0

項 目

①排出量

②+③
自ら再生利用を行つた量

③自ら熱回収を行つた量

②自ら中間処理により減量し
た量

③十③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

〇再生利用業者への処理
委託豊

⑩熱回収認定業者への処理
委託量

⑭熱回収認定業者以外の

熱回収を行う業者への処理

委託量

（
第

２
画

）



(特別管理産業廃棄物の種類:汚泥(有害) )

⑩のうち再生利用
業者への処理委託登

①のうち熱回収認定
業者への処理委託量

①のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

①のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

0

自ら直接処理した後
再生利用した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

自ら中間処理した
後の残さ量

0

自ら中間処理によ
り減量した量

0

0⑫

自ら直接埋立
処分した量

自ら中間処理
した量

0

④のうち熱回収
を行つた量

自ら直接
再生利用した量

排出量

3.44①

有償物量

実績値

3_44

0

0

0

項 目

①排出量

②+③
自ら再生利用を行つた量

③自ら熱回収を行つた量

②自ら中間処理により減量し
た量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

①全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

②再生利用業者への処理
委託量

①熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者メ外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

（
第

２
面

）



記の ( 特別管理産業廃棄物の種類:強アルカリ )

①のうち再生利用
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

①のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら直接処理した後
再生利用した量

0⑬

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

自ら中問処理によ
り減豊した量

0

0⑤

自ら中間処理した
後の残さ量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接埋立
処分した量

0

自ら中間処理
した量

④のうち熱回収
を行つた量

0

排出量

4.73①

有償物量

不要物等発生

実績値

4.73

0

0

0

③排出量

②キ③
自ら再生利用を行った量

③自ら熱回収を行つた量

②自ら中間処理により減量し
た量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

①熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

項 目

'■
Ⅲ,

（
第

２
面

）



(特別管理産業廃棄物の種類:強酸 )

実績値

109_24

0

0

0

項 目

①排出量

②十③
自ら再生利用を行つた量

③自ら熱回収を行つた量

②自ら中間処理により減量し
た量

③十③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

①全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

①熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

①のうち再生利用
業者への処理委託量

①のうち熱回収認定
業者への処理委託量

①のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

①

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら直接処理した後
再生利用した量

0⑨

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量
自ら中間処理した

後の残さ量

0

O

自ら中間処理によ
り減量した量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接埋立

処分した量

0

自ら中間処理

した量

有償物量

排出量

109.24

不

２

面

）



様式第二号の十四 (第八条の十七の三関係)

(第 1面 )

提出者           |
住 所 長崎県大村市雄ケ原‖113剌塔屯ユ

氏 名 SUMCO TECHXIV株 式会稗

代表取締役  宮地 鰺

周ヨ舌舌番ヂ争  0957-52-0067

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条の 2第 H項の規定に基づき、令和 5年度の特別

管理産業廃棄物処理計画の実施状況を報告します。

特別管理産業廃棄物処理計画実施状況報告書

令和乙年6月 /7日

長崎県矢E事 大石 賢吾 殿

SUM80 TECIXIV株式会社  長崎事業所事 業 場 の 名 称

事 業 場 の 所 在 地 長崎県大村市雄ケ原町1324番地2

24 金属製品製造業

(半導体用シリコンウエーハの製造)
事 業 の 種 類

令和 5年 4月 1日 ～令和 6年 3月 31日特別管理産業廃棄物処理計画における

計 画 期 間

350.8t

262. lt0.Ot

350,7t0.Ot

010tO.Ot

0.Ot0,Ot

出

項 目

りF
ユ
塁 全 処 理 委 託 量

特別管理産業廃棄物処理計画における目標値

項 目標値 目標値

350,8t

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

再生利用業者への

処 理 委 託 量

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量

自ら再生利用を行う

特別管理産業廃棄物の量

自 ら 埋 立 処 分

を   行   う

特別管理産業廃棄物の量

自 ら熱 回収 を行 う

特別管理産業廃棄物の量

自ら中間処理により減量する

特別管瑕産業廃棄物の量

電子情報処理組織の使用に関する事項

※事務処理1開

,6:61 27



(特別管理産業廃棄物の種類 i特別管理廃棄物全体  )

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託盈

④ ｎ
υ

Ａ
υ

⑩のうち再生希l用

業者への処理委託量

350.7②

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0⑬

⑩のうち優良認定
処理業者への

処理委託量

262. 1
①

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

35

0
③

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した最

自ら首し接処理した後
再生利用した戸

選

自ら中間処理した
後の残さ量

0

0

自ら中間処理によ
り減盈した量

自ら中間処理
した量

④のうち熱回収
を行った量

自ら直接
再生利用した量

0
②

自ら直接埋立
処分した量

有償物量

排出量

廻D       3も
0.意

実績値

350.8

0

0

0

0

350.8

262.1

350.7

0

0.0

項 目

①排出量

②十③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行った量

⑦自ら中間処理により減量
した量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

④熱回収認定業者への処理
委託量

⑭熱回収認定業者以外の

熱回収を行う業者への処理
委託量

（
第

２
面
）



の (特別管理産業廃棄物の種類 :汚泥  )

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑬

⑩のうち熟回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

0.0⑭

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

105.4⑫

450

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

105。 4⑪

白ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

0

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

自ら直接処理した後
再生利用した量

③

自ら中間処理した
後の残さ量

0

自ら中間処理によ
り減量した量

④のうち熱回収
を行うた量

0

0②

自ら直接埋立
処分した量

0
③

自ら中間処理
した量

0

自ら直接
再生利用した量

排出量

①   105.4

有償物量

不要物等発生

実績値

105,4

0

0

0

0

105,4

1 0 5 4

1 0 5 4

0.0

0.0

項 目

③排出最_

②+③
自ら再生利用を行った量

⑤自ら熱回収を行った量

⑦自ら中F日写処理により減量
した量

③十③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

③熱回収認定業者への処理
委託量

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

（
第

３
面
）



(特別管理産業廃棄物の種類 : 廃油 )

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

②

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0.0①

①のうち熟回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への夕_几理委託量

0.0⑭

直接及び自ら

中間処理した後の

処理委託量

3.1

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

0.0①

自ら直接処理した後
再生利用した量

0
③

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

0

自ら中間処理した
後の残き量

自ら中間処理によ
り減量した量

④のうち熟回収
を行った量

0

自ら直接
再生利用した量

0
②

自ら直接埋立
処分した量

0
③

自ら中間処理
した量

有償物量

排出量

3.1①

要物等発

実績値

3.1

0

0

0

0

3.1

0,0

3.1

0.0

010

項 目

①排出量

②+③
自ら再生利用を行うた量

⑤自ら熱回収を行った量

⑦自ら中間処理により減量
した量

③十◎自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

①全処理委託量

Э優良認定処理業者への
処理委託量

②再生利用業者への処理
委託量

③熱回収認定業者への処理
委託量

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

4



(特別管理産業廃棄物の種類 :廃酸  )

⑩のうち熱回収認定

業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

00
⑭

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

242.3⑫

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0,0⑬

⑩のうち優良認定
処理業者へり
処理委託量

156.6⑪

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

0

自ら直接処理した後
再生利用した量

0③

自ら中間処理によ
り減重した鼠

0

自ら中間処理した

後の残さ量
自ら中間処理

した量

0

④のうち熟回収
を行つた量

0

0
②

自ら直接埋立
処分した量

0
③

自ら直接
再生利用した量

排出量

3242①

有償物量

不要物等発生

実績値

242.3

0

0

0

242.3

156.6

242.3

0.0

0.0

項 目

①排出量

②+①
自ら再生利用を行った量

⑤自ら熱回収を行った量

⑦自ら中間処理により減量
した量

③+⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

④全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

③熱回収認定業者への処理
委託量

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

5



の (特別管理産業廃棄物の種類 : 医療廃棄物

0.0④

①のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

0.0⑭

①のうち再生利用
業者への処理委託量

0.0⑫

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0.1

④のうち優良認定
処理業者への

処理委託量

⑪

0

直接及び薗ら
中間処理した後の

処理委託風

きら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

0
③

0

自ら中間処理によ
り減量した量

自ら中問処理した

後の残さ量
自ら中間処理

した量

0

④のうち熱回収
を行った愚

自ら直接
再生利用した量

0
②

自ら直接埋立

処分した量

0
③

排出量

0,1①

有償物量

不要物

実績値

0.1

0

0

0

0

0。 1

0.1

0,0

0

0

項 目

①排出量

②十③
自ら再生利用を行った量

⑤自ら熱回収を行った最

⑦自ら中間処理により減量
した量

③十⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

⑩全処壬望委託量

①優良認定処理業者への
処理委託毘

②再生利用業者への処理
委託量

③熱回収認定業者への処理
委託量

⑭熱回収認定業者以外の

熱回収を行う業者への処理

委託量

（
第

６



(第 7面)

備考

1 翌年度の6月 30日 までに提出すること。

2 「事業の種類」の4関 には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

S 「特別管理産業廃棄物処理計画における目標値」のi開には、項目ごとに、特別管理産業廃棄

物処理計画に記載した目標値を記入すること。

4 第2面には、前年度の特別管理産業廃棄物の処理に関して、①～④の欄のそれぞれに、(1)

から(14)に掲げる量を記入すること。

(1)①欄 当該事業場において生じた特別管理産業廃棄物の量

(2)②欄 (1)の量のうち、中間処チ里をせず直接自ら再生利用した量

は)｀③欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら埋立処分した量

催)④欄 (1)の量のうち、自ら中間処理をした特別管理産業廃棄物の当該中間処理前の量

低)⑤欄 狙)の量のうち、熱回収を行った量                 (

“

)⑥ ll堀 自ら中間処理をした後の量

⑦オl掘 僻)の量から皓)の量を差し引いた量

③幅 皓)の量のうち、自ら利用し、又は他人に売却した量

③相 (6)の量のうち、自ら埋立処分又は海洋投入処分した量

⑩Ⅲ踊 中間処理及び最終処分を委託した量

(11)①本l司 (10)の量のうち、優良認定処理業者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令

(以下「令」という。)第 6条のH第 2号に該当する者)への処理委託量

(12)②欄 (10)の量のうち、処理業者への再生利用委託量

(13)①欄 (10の量のうち、認定熱回収施設設置者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律第

15条 の 3の 3第 1項の認定を受けた者)である処理業者への焼却処理委託量

(10⑭欄 (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている鍵理業者への

焼却処理委託量

5 第 2面の左 ドの表には、項目ごとにド特別管理産業廃棄物処理計画に記載したそれぞれの実

績値を記入すること。

6 特別管理産業廃棄物の種類が 2以上あるときは、特別管理産業廃棄物の種類ごとに、第 2面

の例により特別管理産業廃棄物処理計画の実施状況を明らかにした書面を作成し、当該書面を

添付すること。

7 「電子情報処理組織の使用に関する事項」のオ開には、前々年度及び前年度における特別管理

産業廃棄物の排出量 (ポ リ塩化ビフェエル廃棄物 (令第 2条の4第 5号イからハまでに掲げる

ものをいう。)を除く。)並びに電子情報処理組織使用義務者にあうては前年度に実施した電子

情報処理組織の使用に関する取組 (情報処理センターヘの登録が困難な場合として廃棄物の処

理及び清掃に闘する法律施行規員J第 8条の3と の4に該当したときは、その旨及び理由を含む。)

について記入すること。

8 ※欄は記入しないこと。
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特別管理産業廃棄物処理計画実施状況 (令和5年 )

0.0

0.0

0.0

認定熟回収巣若以外
の熟回叫又を行う業者
への処理委託丘

00.

0.0

00.

00

0.0

0.00.0

0.0

0.0

0.0

0.0

認定熱「"l収業者
への処理姿託量

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

350.7

0.0

105,4

3.1

3.1

242.3

242.3

0,0

FI生利用業者ヘ

の処〉甲委 Hモ 量

105.4

0.0

156.6

156.6

0,0

0。 1

262.1

優良認定処〕]巳業者
への処I甲姿託足

105.4

0.0

105。 4

0.0

3.1

242.3

242.3

0.0

0.1

350.8

全処理姿託量

105,4

0.0

105,4

3.1

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行
う産業廃葉物量

0.0

0.0

0.0

00

0.0

0,0

0.0

0.0

0.0

0.0

00.

自ら中間処理
により減量じ
た産業廃棄物

量

0.0

0.0

0.0

0_0

00.

0,0

0.0

0_0

0.0

00

0.0

自ら熱回収を行っ
た産業廃棄物量

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

自ら再生利用を行っ
た産業廃棄物量

3.1

3,1

242,3

み42.3

0.0

0.1

850.8

産業廃棄物
排出量

1054

0.0

105,4

3.8

3.8

230.0

230.0

0.0

0.1

3319

産業廃棄物
発生量の目標

(ヨ「画)

97.0

1.0

98.0

貼付油廃液  他

ライト廃波

汚泥ヒ素含有

その他

小 計

低引火点

小計

六価クロム含有

小計
廃酸

PCB廃棄物 (変圧器 )

感染性廃棄物 (医療)

汚 泥

廃油

廃棄物名

SUMCO TEGHXⅣ株式会社


